
平成19年度二本松市の財務書類

貸借対照表（平成20年３月31日現在）
　貸借対照表とは、これまでの積み重ねによって作られた学校、道路などの資産の累計額や、それら
の整備のために使われてきた資金や負債（借金）がどのくらいあるのかという状況を表すものです。

借方【資金の使途】
資金を何に使ったか

貸方【資金の調達】
資金をどこから調達したか

市民一人あたりの貸借対照表 　人口62,691人（平成20年3月31日現在）

資産合計　192万5千円 負債・純資産合計　192万5千円

借　　方 貸　　方

純資産変動計算書（平成19年4月1日～平成20年3月31日）
　純資産変動計算書とは、純資産（貸借対照表の資産から負債を差し引いた残り）の1年間の変動を表
したものです。

　学校、道路などの建
設に使われたお金の総
額です。道路や建物は
減価償却（価値を見直
す）をしています。土
地代は、買ったときの
価格で計上しています。

　関係団体への出資金
や基金など、貯えてい
るお金です。

　現金で持っているも
ののほか、必要時にす
ぐ現金化できる基金、
市税など市に納めても
らうお金のうちで、ま
だ収納されていないお
金です。

固定負債
　今まで学校、道路な
どを建設するための財
源として市が銀行や国
などに借金しているお金
（元金）の残高や、市の職
員が年度末に全員退職
した場合の退職金です。

流動負債
　銀行や国などに借金
しているお金（元金）の
平成20年度の返済予
定額です。

　今まで学校、道路など
を建設するために使った
お金のうち、国や県から
の補助金や税金などです。

家計に例えると・・・

①住宅・土地
②定期貯金
③普通預金、現金

住宅ローンの残高

住宅・土地に対して今
まで支払ってきた費用

資産合計　1,207億1千万円 負債・純資産合計　1,207億1千万円



行政コスト計算書（平成19年4月1日～平成20年3月31日）

資金収支計算書（平成19年4月1日～平成20年3月31日）

　行政コスト計算書とは、貸借対照表に出てこない（資産の形成につながらない）人的サービスや社会
保障給付サービスなどに使った1年間の費用を集計したもので、民間企業の「損益計算書」にあたるも
のです。

市民一人あたりの行政コスト計算書
人口62,691人（平成20年3月31日現在）

　資金収支計算書とは、各種の事業を実施するため、1年間に出入りした資金の動きを見たものです。
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収入 22,019 2,540 782

支出 16,999 4,178 3,782

収支 5,020 -1,638 -3,000

経常的収支 公共資産整備収支 投資･財務的収支

基礎的財政収支

単位：百万円

人にかかるコスト
23％

48億5千万円

物にかかるコスト
32％

67億7千万円

その他のコスト
3％

6億1千万円

移転支出的なコスト
42％

86億8千万円



＜財政公表＞

＜一般会計＞（市の行政経営の基本的な経費）

＜特別会計＞（特定の事業を行うための経費）

＜企業会計＞（地方公営企業法に基づいて経理を行う会計）

平成20年度予算執行状況（平成20年11月30日現在）
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